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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物またはその薬学的に許容される塩、溶媒和物、水和物、またはプロド
ラッグ。
【化２】

　この際、
　ｎ＝１、２、または３であり；
　Ｒ１は、ハロゲン、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、シクロプロピル、メチル
、メトキシまたはトリフルオロメトキシであり；
　Ｒ２は、フラニルまたは２－ピリジルであり；
　Ｒ３は、ヒドロキシル、ヒドロキシメチル、メトキシ、Ｃ１－Ｃ３アルキル、カルボキ
シ、アミノ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ５Ｒ６またはＣＨ２ＮＲ５Ｒ６であり；
　Ｒ４は、水素、メチル、エチル、シクロプロピル、フェニル、ベンジルまたはシクロプ
ロピルメチルであり；または
　Ｒ３およびＲ４は、隣接する炭素原子と一緒に結合して、３員から６員までの炭素環ま
たは複素環を形成する；そして
　Ｒ５およびＲ６は、独立して水素、メチル、エチルまたはプロピルから選択され；また
は
　Ｒ５およびＲ６は、一緒に結合して窒素含有複素環を形成する。
【請求項２】
　Ｒ２が、４－テトラヒドロピラニルまたは４－ピリジルで置換されたフラニルである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ３は、ヒドロキシル、ヒドロキシメチル、メトキシ、メチル、カルボキシ、－Ｃ（Ｏ
）ＮＲ５Ｒ６またはＣＨ２ＮＲ５Ｒ６であり；そして
　Ｒ４は、メチル、エチル、シクロプロピル、フェニル、ベンジルまたはシクロプロピル
メチルであり；そして
　Ｒ５およびＲ６は、独立して水素、メチル、エチルまたはプロピルから選択され；また
は
　Ｒ５およびＲ６は、一緒に結合して窒素含有複素環を形成する、
請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ３は、ヒドロキシルであり；そして
　Ｒ４は、メチル、エチル、シクロプロピル、フェニル、ベンジルまたはシクロプロピル
メチルである、
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請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ３は、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ５Ｒ６またはＣＨ２ＮＲ５Ｒ６であり；
　Ｒ４は、メチルであり；そして
　Ｒ５およびＲ６は、独立して水素とメチルから選択され；または
　Ｒ５およびＲ６は一緒に結合して窒素含有複素環を形成する、
請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ３およびＲ４は、隣接する炭素原子と一緒に結合して、３員から６員までの炭素環ま
たは複素環を形成し、この際、前記炭素環または前記複素環が５または６員飽和炭素環ま
たは複素環である、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項７】
　ｎ＝１または３であり；そして
　この際、前記化合物は鏡像異性的に純粋である、
請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　ｎ＝１または３であり；
　Ｒ３は、ヒドロキシル、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ５Ｒ６またはＣＨ２ＮＲ５Ｒ６であり；
　Ｒ４は、水素またはメチルであり；
　Ｒ５およびＲ６は、独立して水素とメチルから選択され；または
　Ｒ５およびＲ６は、一緒に結合して窒素含有複素環を形成し；そして
　この際、前記化合物はＲ鏡像異性体またはＳ鏡像異性体である、
請求項１または２に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ１は、クロロ、トリフルオロメチルまたはシクロプロピルである、請求項１～８のい
ずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ３は、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ５Ｒ６またはＣＨ２ＮＲ５Ｒ６であり；そして、
　Ｒ５およびＲ６は、一緒に結合して窒素含有複素環を形成し；そして
　この際、前記窒素含有複素環は、ピロリジン、ピペリジンまたはモルホリン複素環であ
る、
請求項１～３および５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物および薬学的に許容される担体を、眼内
注射、眼への局所投与または全身投与に適した形態で含む医薬組成物。
【請求項１２】
　眼の血管新生の治療または予防における使用のための、または、加齢性黄斑変性症もし
くは黄斑浮腫の治療または予防における使用のための、請求項１～１０のいずれか一項に
定義される式（Ｉ）の化合物。
【請求項１３】
　哺乳動物対象の抗血管新生治療における使用のための、または哺乳動物対象における癌
の治療のための、請求項１～１０のいずれか一項に定義される式（Ｉ）の化合物。
【請求項１４】
　小血管の透過性亢進障害の治療または予防、またはＶＥＧＦｘｘｘアイソフォームの血
管新生促進前透過性特性の調節、または透過性の増加なしの上皮細胞生存のサポート、ま
たは上皮濾過膜の開窓の性質の低減における使用のための、請求項１～１０のいずれか一
項に定義される式（Ｉ）の化合物。
【請求項１５】
　神経障害および神経変性障害の治療または予防における使用のための、またはインビボ
またはインビトロで神経保護剤または神経再生剤として使用するための、または疼痛の治
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療または予防に使用するための、または哺乳動物対象における線維症の治療または予防に
使用するための、または哺乳動物対象における特発性肺線維症の予防に使用するための、
請求項１～１０のいずれか一項に定義される式（Ｉ）の化合物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　ここで
　ｎ＝１、２、または３であり；
　Ｒ１は、ハロゲン、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、シクロプロピル、メチル
、メトキシまたはトリフルオロメトキシであり；
　Ｒ２は、任意に４－テトラヒドロピラニルまたは４－ピリジル置換基を有するフラニル
、または２－ピリジルであり；
　Ｒ３は、ヒドロキシル、ヒドロキシメチル、メトキシ、Ｃ１－Ｃ３アルキル、カルボキ
シ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ５Ｒ６またはＣＨ２ＮＲ５Ｒ６であり；
　Ｒ４は、水素、メチル、エチル、シクロプロピル、フェニル、ベンジルまたはシクロプ
ロピルメチルであり；または
　Ｒ３およびＲ４は、隣接する炭素原子と一緒に結合して炭素環または複素環を形成し；
そして
　Ｒ５およびＲ６は、独立して水素、メチル、エチルまたはプロピルから選択され；また
は
　Ｒ５およびＲ６は一緒に結合して窒素含有複素環を形成し；
眼の血管新生の治療または予防に使用される。
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